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2025年度は他分野との交流を考え⾏事運営を実施。

・4回の企画委員会を開催し、⾏事運営について協議した。
・⾒学会は6回開催し、内1回は経済産業省事業であるミカタプロジェクト*の取り組みと
協業して訪問先を設定。
・キッズエンジニアは1回開催。
・技術者懇談会は中堅技術者を対象に開催。
・講演会はアンケート結果を参考にオンラインで実施。
・学会交流セミナーを9⽉に開催、続けて3⽉に開催。
・技術者交流会は3⽉に開催。
・関⻄⽀部チャンネルを⽴ち上げ。 ＊ミカタプロジェクト︓⾃動⾞産業に関わる

中堅・中⼩企業者の脱炭素に向けた「⾒⽅」を
⽰し、企業の「味⽅」としてサポートする事業



（１）総会、第1回⾒学会
 ⽇ 時︓2025年6⽉6⽇（⾦）、13:00-17:10
 会 場︓神⼾クリスタルタワー及びHy touch神⼾
 内 容︓

・2025年度関⻄⽀部通常総会
・講演会

演題︓国際液化⽔素サプライチェーン構築への
取り組みと脱炭素への貢献

講師︓川崎重⼯業(株)営業本部 井上 健司 様
・⾒学会

液化⽔素荷役実証ターミナル、
⽔素コージェネレーションシステム

・フェロー表彰式
4名授与

・参加者︓45名

１．2025年度 関⻄⽀部事業報告の件



（２）⾒学会
 第1回 2025年 6⽉6⽇

Hy touch神⼾、スマートコミュニティ（総会と併催）
 第2回 2025年 7⽉11⽇

JT⽣命誌研究館・ダイハツ⼯業(株) 参加者︓ 44名
 第3回 2025年 9⽉5⽇

(株)安川電機（九州⽀部合同⾒学会）
参加者︓41名（関⻄19名、九州22名）

 第4回 2025年 10⽉3⽇
三菱⾃動⾞⼯業(株)・(株)ゴーシュー 参加者:42名

 第5回 2025年 12⽉5⽇
パナソニックエコテクノロジーセンター(株)
三菱電機モビリティ(株) 参加者︓34名

 第6回 2026年 2⽉13⽇
(株)クボタ・ (株)浅野⻭⾞⼯作所 参加者︓44名

JT⽣命誌研究館

安川電機

パナソニックエコテクノロジーセンター
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（３）キッズエンジニア
 ⽇ 時︓2025年8⽉2⽇（⼟）13:00ｰ14:30 ・ 15:00ｰ16:30
 会 場︓神⼾海洋博物館
 参加者︓19名
 内 容︓作業⽤ロボット プログラミング教室

１．2025年度 関⻄⽀部事業報告の件



（４）講演会
 ⽇ 時︓2025年9⽉26⽇（⾦） 13:10-17:00 オンライン
 テーマ︓「これからのくるま社会の安⼼について」
講演1  演題︓モビリティの｢安⼼｣について考える

講師︓中央⼤学 庄司 裕⼦ 様
講演2    演題︓⽔素エネルギーとバッテリの安全技術

講師︓(株)堀場製作所 畠⼭ ⼤ 様
講演3    演題︓安全なクルマ、地域の移動を⽀える仕組みと⼈による安⼼・安全なまちづくり

講師︓マツダ(株) 栃岡 孝弘 様
講演4    演題︓これからの福祉介護送迎を⽀えるダイハツ独⾃のモビリティサービス

講師︓ダイハツ⼯業(株) 岡本 仁也 様
 参加者︓58名
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（５）技術者懇談会
 ⽇時︓2025年11⽉13⽇（⽊）10:20 〜 14⽇（⾦）18:30
 場所︓川崎重⼯業 六甲⼭荘セミナーハウス
 講演︓演 題 国際液化⽔素サプライチェーン構築への

取り組みと脱炭素への貢献
講 師 川崎重⼯業(株) 営業本部 井上 健司 様

 討議テーマ︓技術者の悩みと解決策
4⼈のグループでメンバーをシャッフルしながら討議を進める

 参加者︓19名（中堅技術者）
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（6）学会交流会（⽇本感性⼯学会主催）
Ⅰ．秋季⼤会
 ⽇ 時︓2025年9⽉18⽇（⽊） 14:00-16:00
 会 場︓タワーホール船堀 及び オンライン
 テーマ︓モビリティと感性
 講演

講演1 演題︓サステナビリティ時代におけるクボタのブランディング
講師︓(株)クボタ 廣瀬 ⽂栄 様

講演2 演題︓感性価値と実現する共創
講師︓マツダ(株) 久保 賢太 様

 パネルディカッション
・テーマ ︓ブランディング、ものつくりへ感性⼯学を活かす
・モデレータ︓⽇本感性⼯学会 中央⼤学 教授 庄司 裕⼦ 様

関⻄⽀部企画委員⻑ カワサキモータース(株) ⾕ 敏明 様
・パネリスト︓⽇本感性⼯学会会⻑ 信州⼤学 教授 上條 正義 様

講演講師
 参加者︓現地169名、オンライン41名
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Ⅱ．春季⼤会
 ⽇ 時︓2026年3⽉17⽇（⽕） 13:00-15:00
 会 場︓宇都宮⼤学 陽東キャンパス 及び オンライン
 テーマ︓モビリティと感性
 講演

講演1 演題︓Hondaフィロソフィーと感性
講師︓本⽥技研⼯業(株) 近藤 孝 様

講演2 演題︓スキンケア化粧品開発における触感に着⽬した感性⼯学的アプローチ
講師︓(株)資⽣堂 荒川 尚美 様

 パネルディカッション
・テーマ ︓⽇本⼈の感性とモビリティ
・モデレータ︓⽇本感性⼯学会 中央⼤学 教授 庄司 裕⼦ 様

関⻄⽀部企画委員⻑ カワサキモータース(株) ⾕ 敏明 様
・パネリスト︓⽇本感性⼯学会 中央⼤学 教授 ⼤倉 典⼦ 様

講演講師
 参加者︓現地102名、オンライン38名
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（7）技術者交流会
 ⽇ 時︓2026年3⽉6⽇（⾦） 13:00-17:00
 場 所︓⼤阪産業⼤学
 テーマ︓技術開発への取組み姿勢・若い世代への期待
 講演

講演1 演題︓カーボンニュートラル実現に向けた技術開発への取り組み
講師︓(株)堀場製作所 松⻑ 新⼋ 様

講演2 演題︓タイヤ理論を追求した3年間 〜社会⼈ドクターのリアル〜
講師︓住友ゴム⼯業(株) 中⻄ 亮太 様

講演3 演題︓⼤学⽣の実践的ものづくり︓学⽣フォーミュラ活動
講師︓岡⼭⼤学 河原 伸幸 様

 パネルディカッション
・モデレータ︓関⻄⽀部企画委員⻑ カワサキモータース(株) ⾕ 敏明 様
・パネリスト︓関⻄⽀部理事 ⼤阪産業⼤学 川野 ⼤輔 様

関⻄⽀部企画委員 ダイハツ⼯業(株) 河添 厚史 様
講演講師

 参加者︓47名
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（8）関⻄⽀部チャンネルの開設
 ⽇ 時︓2025年7⽉開設
 場 所︓YouTubeチャンネル
 内 容︓⼈とクルマのテクノロジー展を活⽤した映像の配信、キッズエンジニア他の映像配信
※各種映像から

「⼊会の無料キャンペーン」を紹介

⼈とくるまのテクノロジー展︓三菱⾃動⾞⼯業(株)紹介例

１．2025年度 関⻄⽀部事業報告の件



２． 2025年度 関⻄⽀部編集委員会活動報告

第67号
これからのくるま社会の
安⼼について

第68号
⼤阪・関⻄万博と
モビリティ

2025年度は4回の委員会を開催し、第67号、第68号の編集検討を⾏った。
・第67号は「これからのくるま社会の安⼼について」（2025年7⽉25⽇発⾏済み）
講演会内容と合わせて企画委員会とコラボレーション企画

・第68号は「⼤阪・関⻄万博とモビリティ」（2026年1⽉23⽇発⾏済み）
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３． 2025年度 関⻄⽀部学⽣⾃動⾞研究会活動報告
（１）運営委員会・講演会・研究室⾒学会

■第1回︓ 5⽉31⽇（⼟）@京都⼤学 ■第2回︓ 7⽉ 9⽇（⽔）@オンライン
■第3回︓10⽉11⽇（⼟）@徳島⼤学 ■第4回︓12⽉20⽇（⼟）@⼤阪⼯業⼤学

（２）企業⾒学会 6⽉ 6⽇（⾦）︓Hy touch神⼾・スマートコミュニティ
（３）企業⾒学会・学⽣懇談会 11⽉25⽇（⽕）︓ヤンマーパワーテクノロジー(株)
（４）試乗会 11⽉22⽇（⼟）@ダイハツ⼯業(株) 滋賀テストコース
（５）卒業研究発表講演会 2026年2⽉28⽇（⼟）@⼤阪⼤学

ダイハツ⼯業(株)滋賀テストコース試乗会
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４． 2025年度 関⻄⽀部学⽣フォーミュラ活動報告
・第23回学⽣フォーミュラ⽇本⼤会2025は京都⼯芸繊維⼤学が⼤会初の4連覇達成。
・ICV部⾨の1〜3位を関⻄学⽣フォーミュラチームが独占。

（１）第23回学⽣フォーミュラ⽇本⼤会2025
 ⽇時︓2025年9⽉8⽇（⽉）〜13⽇（⼟）
 会場︓ Aichi Sky Expo（愛知県国際展⽰場）
 エントリー︓ICV 61チーム（関⻄⽀部︓16チーム）

EV 25チーム（関⻄⽀部︓ 1チーム）
 結果︓ICV部⾨ 優勝︓京都⼯芸繊維⼤学（4連覇）、 2位︓同志社⼤学、 3位︓⼤阪⼤学

（2）⽀部試⾛会
 ⽇時︓2025年7⽉26⽇（⼟）27⽇（⽇）・

8⽉ 2⽇（⼟）
 会場︓泉⼤津フェニックス※

 ⽇時︓2025年7⽉12⽇（⼟）13⽇（⽇）・
11⽉22⽇（⼟）

 会場︓ダイハツ⼯業(株) 滋賀テストコース ※ 屋外型イベントスペース
泉⼤津フェニックス試⾛会

京都⼯芸繊維⼤学エンデュランス
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